
南
信
州
地
域
資
料
セ

ン
タ
ー
に
、
明
治
草
創

期
の
教
科
書
「
小
学
読

本
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
飯
田
出
身
の
田
中

よ
し
か
ど

義
廉
が
編
纂
し
た
も

の
。
義
廉
は
博
物
学
者

の
田
中
芳
男
の
実
弟
。

兄
の
こ
と
を
知
る
人

も
、
弟
は
知
ら
な
い
と

い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
義
廉
と
同
書
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

資
料
セ
ン
タ
ー
に

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
吉

澤
健
理
事
長
の
寄
贈
さ

れ
た
も
の
を
含
む
一
、

四
、
五
、
六
巻
が
あ

る
。
吉
澤
理
事
長
は

『
伊
那
』
２
０
１
８
年

１１
月
号
に
「
田
中
芳
男

・
義
廉
兄
弟
編
集
の
小

学
読
本
と
嫁
入
り
本
に

つ
い
て
」
で
同
書
を
取

り
上
げ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
、
で
き
る
だ

け
別
の
視
点
で
紹
介
を

し
た
い
。

ま
ず
、
田
中
義
廉
に

つ
い
て
。
義
廉
は
、
天

保
１２
年
（
１
８
４
１
）

飯
田
城
下
の
医
師
田
中

隆
三
の
四
男
と
し
て
生

ま
れ
る
。
先
に
蘭
学
や

医
学
を
学
び
、
そ
の

後
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
を
修
め
、
幕
府
海
軍

士
官
と
な
っ
た
。
慶
應

４
年
彰
義
隊
に
属
し
敗

走
す
る
も
、
明
治
２
年

に
は
、
新
政
府
の
海
軍

御
用
掛
に
。
有
能
さ
が

買
わ
れ
て
の
も
の
だ
ろ

う
。
そ
の
後
、
文
部
省

に
転
属
。
学
制
発
布
を

受
け
て
教
科
書
編
纂
に

着
手
し
、
明
治
６
年

「
小
学
読
本
」
を
発

行
。
翌
年
文
部
省
を
退

官
す
る
が
、
そ
の
後
も

多
く
の
教
科
書
を
手
掛

け
た
。
し
か
し
、
明
治

１２
年
３８
歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。

次
に
、「
小
学
読
本
」

に
つ
い
て
。
同
書
の
う

ち
、
ま
ず
一
〜
四
巻
を

文
部
省
か
ら
刊
行
し
、

後
に
民
間
か
ら
五
、
六

巻
を
発
行
し
た
。
文
部

省
の
刊
行
と
言
っ
て

も
、
教
科
書
の
国
定
化

は
明
治
３６
年
。
同
書
刊

行
の
学
制
発
布
直
後

は
、
教
科
書
は
自
由
発

行
、
自
由
採
択
制
の
時

代
。
こ
の
読
本
は
、
教

科
書
の
モ
デ
ル
と
し
て

作
っ
た
も
の
の
よ
う

だ
。
し
か
し
、
各
地
で

採
用
さ
れ
て
、
各
県
の

翻
訳
版
も
多
く
、
明
治

１０
年
代
ま
で
使
用
さ
れ

た
と
い
う
。
ち
な
み
に

資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
の
第

一
巻
は
、
裏
書
を
見
る

と
明
治
１６
年
岐
阜
県
版

だ
っ
た
。

同
書
の
一
、
二
巻

は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学

校
教
科
書
『
ウ
イ
ル
ソ

ン
リ
ー
ダ
ー
』
を
翻
訳

し
た
も
の
だ
と
い
う
の

で
、
ネ
ッ
ト
検
索
を
す

る
と
画
像
が
出
て
き

た
。
し
っ
か
り
し
た
造

本
で
、
活
版
印
刷
、
挿

絵
も
現
在
の
印
刷
に
近

い
。
そ
れ
が
「
小
学
読

本
」
は
木
版
和
綴
じ

本
。
そ
の
違
い
を
見
る

だ
け
で
も
楽
し
い
。
文

を
比
べ
る
と
「T

his
boyhasanew

kite
.D

oyouseehim
r

unw
ithit?/H

eca
nflythekiteinthe
air.

」は「
此
の
子
は
、

新
し
き
紙
鳶
（
し
え
ん

・
タ
コ
の
こ
と
）
を
持

て
り
、
彼
が
糸
を
持
ち

て
走
る
を
見
よ
○
彼
は

紙
鳶
を
高
く
飛
ば
せ
ん

と
思
う
な
り
」
と
な
っ

て
い
た
。
現
代
人
に

は
、
英
文
の
方
が
や
さ

し
い
と
い
う
人
も
い
そ

う
だ
。
当
時
の
文
語
で

翻
訳
さ
れ
、
漢
字
も
使

わ
れ
て
い
た
。
字
を
習

う
た
め
の
教
科
書
で
は

な
く
、
江
戸
期
の
寺
子

屋
の
よ
う
に
教
師
が
範

読
し
、
子
ど
も
が
暗
唱

を
す
る
学
習
が
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。

ち
な
み
に
、
ウ
イ
ル

ソ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
翻
訳

部
分
は
第
一
巻
二
章
か

ら
で
、
冒
頭
の
第
一
章

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が

載
っ
て
い
た
（
写
真
）。

そ
れ
は
、「
凡
地
球
上
の

人
種
は
、
五
に
分
き
た

り

亜
細
亜
人
種

欧

羅
巴
人
種

馬
来
人
種

亜
米
利
加
人
種

亜

弗
利
加
人
種
こ
れ
な
り

日
本
人
は
亜
細
亜
人

種
の
中
な
り
」
で
始
ま

る
。
そ
し
て
続
け
て

「
人
は
賢
き
も
の
と
、

愚
か
な
る
も
の
と
あ
る

は
、
多
く
学
ぶ
と
学
ば

ざ
る
と
に
よ
り
て
な

り
」
と
あ
っ
た
。
こ
の

冒
頭
に
は
、
世
界
を
知

る
こ
と
と
、
学
問
の
大

切
さ
を
説
く
編
者
田
中

義
廉
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
義

廉
自
身
が
早
く
か
ら
蘭

学
を
学
ん
だ
こ
と
や
、

彰
義
隊
に
参
加
し
た
が

新
政
府
に
取
り
立
て
ら

れ
た
こ
と
な
ど
が
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
当
時
の
子
ど
も
た

ち
は
み
な
こ
の
部
分
を

暗
唱
で
き
た
と
い
う
の

で
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。「

小
学
読
本
」
が
こ

の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
、
明
治
８
年

に
五
・
六
巻
が
加
わ

る
。
兄
の
田
中
芳
男
が

校
閲
を
し
て
い
る
。
こ

れ
は
「
小
学
読
本
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
博
物

の
教
科
書
で
あ
る
。
五

巻
は
動
物
、
六
巻
は
植

物
と
爬
虫
類
両
生
類
に

つ
い
て
。
兄
弟
合
作
の

こ
の
教
科
書
は
、
科
学

的
な
目
を
大
切
に
思
う

二
人
の
思
い
が
溢
れ
て

い
る
。
兄
芳
男
の
そ
の

後
の
活
躍
を
考
え
れ

ば
、
記
念
碑
的
な
本
と

言
っ
て
よ
い
し
、
弟
の

義
廉
も
同
じ
よ
う
な
興

味
を
持
つ
人
だ
っ
た
の

が
わ
か
る
。

義
廉
も
、
も
う
少
し

長
生
き
で
き
た
な
ら
兄

と
同
じ
よ
う
な
大
活
躍

が
で
き
た
人
だ
と
思

う
。
伝
え
て
い
き
た
い

地
域
の
偉
人
で
あ
り
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い

本
で
あ
る
。
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田中義廉編『小学読本』と第一巻冒頭部分 南信州地域資料センター蔵
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